
























【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
静止衛星の周期Tは地球の自転周期1日（約86,400秒）である。万有引力と遠心力のつり合
い G(Mm/r²)＝m・r(2π/T)² より、軌道半径rは r³＝GMT²/(4π²) となる。M＝6.0×
10²⁴kg、G＝6.7×10⁻¹¹N・m²・kg⁻² を代入すると、r³≒(6.7×10⁻¹¹×6.0×10²⁴×
(86400)²)/(4π²)≒7.6×10²²m³ となり、r≒4.2×10⁷m＝4.2×10⁴km と求まる。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
棒の下端（床との接点）まわりの力のモーメントのつり合いを考える。壁からの垂直抗力
をNとすると、N・L sinθ−Mg・(L/2)cosθ＝0 より、N＝Mg/(2 tanθ) となる。水平方向
の力のつり合いより、床からの静止摩擦力Fは壁からの垂直抗力Nと等しくなるため、F＝
Mg/(2 tanθ) である。

●問題Ⅲ-3
正解は①
直列RLC回路の合成インピーダンスの大きさは Z＝√{R²＋(ωL−1/(ωC))²} であり、共振
角周波数 ω＝1/√(LC) のときにZは最小値Rをとる。共振周波数fは f＝1/{2π√(LC)}＝
1/{2π√(5.0×10⁻³×0.50×10⁻⁶)}＝1/{2π√(2.5×10⁻⁹)}＝1/{2π×(5.0×10⁻⁵)}＝
10⁵/(10π)＝10⁴/π≒3.18kHz となり、約3.2kHzである。

●問題Ⅲ-4
正解は②
静電遮蔽およびガウスの法則により、静電平衡状態にある孤立した導体球の内部には電場
が存在せず、電場の大きさは中心からの距離によらず常に0である。中心からの距離の2乗
に反比例するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
凸レンズの焦点距離 f＝15cm、物体の位置 a＝10cm（焦点の内側）である。レンズの公式
1/a＋1/b＝1/f より、1/10＋1/b＝1/15 となり、1/b＝1/15−1/10＝-1/30、すなわち b＝
-30cm である。したがって、凸レンズの前方30cmの位置に正立虚像ができる。

●問題Ⅲ-6
正解は③
一定の外圧P下で液体から気体へ相変化した際、気体が外部にした仕事Wは W＝PΔV であ
る。気体を理想気体とし液体の体積を無視すると、状態方程式 PV＝nRT より W＝nRT と
表される。n＝1mol、R＝8.3J/(mol・K)、T＝506K を代入すると、W＝1×8.3×506≒
4,200J となる。

●問題Ⅲ-7
正解は③
反強磁性体が温度上昇に伴って磁気秩序を失い常磁性体へと相転移する境界温度を「ネー
ル温度」と呼ぶ。

●問題Ⅲ-8
正解は④
ダイヤモンド型結晶構造を形成する第14族元素（C、Si、Ge等）は、外殻のs軌道1個とp軌
道3個が混成した「sp³混成軌道」を形成して正四面体方向に共有結合の手を伸ばす。sp²
混成軌道を形成するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
ケイ素（Si）は高温下において炭素（C）と直接反応して炭化ケイ素（SiC）を形成し、ホ
ウ素（B）とも直接反応してホウ化ケイ素を形成する。直接結合を形成することはないと
する記述は誤りである。



●問題Ⅲ-10
正解は①
純水であっても振動や凝固核のない静穏な条件下でゆっくり冷却すると、凝固点（0℃）
以下になっても凍結せず液体の状態を保つ「過冷却状態」となる。液体の水として氷点下
に冷却されることはないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は②
コロイド粒子（直径1〜100nm程度）が媒質中に均一に分散している状態に対し、「溶解」
は溶質が個々の分子やイオンのレベル（1nm未満）までバラバラになって均一に混ざり合
っている真の溶液状態を指し、コロイド溶液とは明確に区別される。

●問題Ⅲ-12
正解は⑤
塩素のオキソ酸の酸の強さは、中心原子（Cl）の酸化数が大きく電気陰性な酸素原子が多
いほど、O-H結合の極性が強まり水素イオンが解離しやすくなるため、HClO＜HClO2＜
HClO3＜HClO4 の順に強くなる。したがってHClO2の方がHClOより強い酸であり、記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
モリブデン（Mo：原子番号42）は第5周期の元素であり、イリジウム（Ir：原子番号77）
は第6周期の元素である。両者ともに第6周期に属するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は④
HPLCの正式な英語名称は「High Performance Liquid Chromatography（高速液体クロマト
グラフィー）」である。High Precision Liquid Chromatography とする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-15
正解は①
エタノールと水の混合液（エタノール約96vol%）は共沸混合物を形成し、気相と液相の組
成が一致するため、通常の単蒸留や精留操作のみではこれ以上濃縮・完全分離することが
できない。精留によって完全に分離できるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は③
1 kgf/cm² は 1kgの質量に標準重力加速度 9.80665m/s² が作用したときの重力を 1cm²（
10⁻⁴m²）で割った値であるため、9.80665 / 10⁻⁴＝9.80665×10⁴ Pa である。9.80665×
10² Pa とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は③
ポリ塩化ビニル（PVC）は、直鎖状高分子からなる代表的な「熱可塑性樹脂」であり、加
熱すると軟化して成形加工が可能となる。熱硬化性とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
地盤中に活発な地下水流動（移流）が存在する場合、熱が水流によって運搬されるため、
見掛け上の有効熱伝導率は著しく「増大（増加）」する。減少効果が非常に大きいとする
記述は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は①
FTIRは「Fourier Transform Infrared Spectroscopy（フーリエ変換赤外分光法）」の略
称である。フィッショントラック法（FT年代測定法等）の略称とする記述は誤りである。



●問題Ⅲ-20
正解は③
地球に入射する太陽放射エネルギーのうち、雲や大気による散乱・反射、および地表面に
よる反射によって宇宙空間へ直接跳ね返される割合（地球のアルベド）は約31%（約0.31
）である。

●問題Ⅲ-21
正解は①
海洋底コア堆積物中の底生有孔虫の殻（炭酸塩）のδ¹⁸O値は、氷期には軽同位体（¹⁶O）
が陸上氷床として固定され海水中に¹⁸Oが濃縮されるため、間氷期よりも「氷期の方が大
きく」なる。間氷期の方が大きいとする記述は逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は②
鍾乳石や石筍は、地下水中に溶存していた炭酸水素カルシウム Ca(HCO3)2 から、大気（
洞窟内空気）中へ「CO2が脱気・揮散」することによって、炭酸カルシウム CaCO3 が過飽
和となり沈殿・晶出して形成される。大気中のCO2が加わってできるとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-23
正解は②
同一の結晶構造を保ちながらイオン同士が任意の割合で置換し合って化学組成が連続的に
変化する関係（かんらん石のMg-Fe置換など）は「固溶体」である。多形（同質異像）は
化学組成が同一で結晶構造が異なる関係を指すため誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は③
黒鉱鉱床は、中新世の海底火山活動に伴う熱水噴出により形成された海底火山性塊状硫化
物（VMS）鉱床である。炭酸塩岩が熱水交代作用を受けて形成される鉱床は「スカルン鉱
床」の説明であり誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は⑤
弧-海溝系において、前弧域（海溝と火山フロントの間の領域）は海洋プレートの沈み込
みに伴う巨大地震の発生帯（プレート境界地震発生域）であり、極めて活発な地震活動が
集中する。地下の地震活動が静穏であるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
降下軽石堆積物は、大気中から軽石粒子が重力沈降して堆積するため淘汰が良く粒子同士
が支え合う「岩片支持（粒子支持）」となる。火砕流堆積物は火山灰等の微細基質中に岩
片が浮遊した「基質支持」を呈する。説明が逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は④
西南日本弧において中央構造線（MTL）の北側に位置する領家帯は「高温低圧型変成帯」
であり、南側に位置する三波川帯は「低温高圧型変成帯」である。説明が逆であり誤りで
ある。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
震源断層は、地震時に地下深部で断層破壊やすべりを生じさせた断層面そのものを指す。
地震に伴って地表面に出現した断層は「地表地震断層（地震断層）」と呼ぶ。

●問題Ⅲ-29
正解は③
座屈褶曲（バックリング褶曲）は、地層面（層理面）に「平行な方向（地層を圧縮する方



向）」からの圧縮応力が作用したときに、地層が波状にたわむことによって形成される。
地層と直交する方向からの圧縮とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は③
火炎構造（フレイム構造）は、堆積直後の未凝固段階において下位の泥質層が上位の砂質
層の荷重によって火炎状に絞り出されて形成される二次的堆積構造（荷重変形構造）であ
る。

●問題Ⅲ-31
正解は④
堆積相解析において、ある一連の堆積環境の変遷を反映して規則的に重なり合う一連の堆
積相の垂直的な連なりは「堆積相サクセション（相配列）」や「堆積シーケンス」と呼ば
れるが、シーケンス層序学における堆積シーケンスは不整合面等に挟まれた堆積単位を指
すため、堆積相の組合せそのものを指す記述としては不適切である。

●問題Ⅲ-32
正解は①
屈折法地震探査で検出される地層境界は弾性波伝播速度の不連続面（速度層境界）であ
り、風化の度合いや割れ目密度、地下水飽和度等に強く左右されるため、地質学的な形成
年代や岩相境界（地質境界）とは必ずしも一致しない。よく一致するとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-33
正解は②
微動アレイ探査や表面波探査で行う逆解析は、観測されたレイリー波等の分散曲線（位相
速度）から、地下の「S波速度構造（横波速度構造）」モデルを推定する作業である。P波
速度構造モデルを作る作業とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は③
AE（アコースティック・エミッション）は、材料や岩盤が破壊変形する際に発生する弾性
波（微小破壊音）を計測する手法であり、地下の密度構造や磁化率構造を調べる重力探査
・磁気探査とは直接の関係が最も薄い。

●問題Ⅲ-35
正解は②
地中レーダ探査において、送信電磁波の中心周波数が高くなるほど波長が短くなって「分
解能は向上（比例）」し、地中減衰が大きくなるため「探査深度は浅く（逆比例）」な
る。説明が逆であり誤りである。


